
事業報告 

子どもゆめ基金２０周年記念事業 

「ふれんどキャンプ（防災編）」 

 
 
 
 
 

 
○事業趣旨 
  ゲーム性のある防災学習を題材に協力・信頼の大切さを知る。また、協力して課題を解決する経験を通して
自己肯定感とコミュニケーション能力の向上を図る。 

○期日・参加者・内容・概要 

 期日：令和４年 1月１５日（土）～1６日（日） １泊２日 

 内容：〇防災紙芝居ゲーム 〇防災カードゲーム 〇応急手当 〇紙皿工作 〇ロープワーク 〇毛布担架 

 概要：福島県内の小学４～６年生を対象に活動した。防災活動を題材にコミュニケーションの場や協力する場

面を多く設定した事業である。１日目は防災に関する知識をカードゲームを用いて獲得し、応急手当や

ロープワークを教えていただいた。学んだ内容を実践して技能の獲得を目指した。２日目には２チーム

にグループ編成し、防災大会を実施した。参加者が獲得した技能を競い合う白熱した姿が多く見られ

た。 

○成果と課題 

＜成果＞ 

事業の導入時に防災に関する紙芝居ゲームやカードゲームを行うことで防災に関する知識や意欲、仲間の意見

を聞くなどの場面が生まれ、参加者が意欲的に防災について学習するとともにコミュニケーションを深めること

ができた。ゲームで学んだ内容を実践することで見通しを持って活動し、技能の定着もスムースであった。 

また、２日目に防災大会を実施することで１日目の自由時間にも積極的に防災にかかわる練習に取り組んでい

た。すべての種目でチーム戦だったために、友人にアドバイスをしあったり、声を掛け合ったりするなど協力す

る姿が多く見られた。 

本事業を通して「できることが増えた」、「友達を助けることができた」、「友達と協力して課題を達成でき

た」などの成功体験から自己肯定感の向上やコミュニケーション能力の高まりに関する言葉も多く聞くことがで

きた。 

＜課題＞ 
 全ての参加者が意欲的に活動をしていたが、参加者が６名だったため、防災大会を２チームで実施することに
なった。１日目の活動班で競ったため「協力して課題を解決」というねらいよりも「勝ちたい」という気持ちが
強くなった参加者が見受けられた。１日目に参加者の性格や特性を把握してチームを編成し直したり、スタッフ
がチームに入りチーム数を増やしたりするなどの工夫が必要であったと感じた。 

令和４年 1月１５日（土）、1６日（日） 
 
【参加者】福島県内の小学校４～６年生 
【場  所】国立磐梯青少年交流の家 
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